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1. 画像認識アルゴリズム検証のオールインワン環境。 NEC エレクトロニクス社製 IMAPCARⓇプロセッサによる高速並

列処理を高級言語（C言語）で開発可能 

2. ステレオカメラと、バッテリー駆動可能な自律移動システムなどに使用する上位システム（CPUボード/Linux）とを 

一体化 

3. レンズゆがみ補正のライブラリ/ツールを付属。ユーザーによるステレオ処理のカスタマイズ/実装も可能 

4. シミュレーション環境としてGUIを備えたソースレベルデバッガを用意。各種（外部変数）パラメータを実時間で実行し、

結果画像を見ながら調整が可能 

 
 

株式会社ゼットエムピー（東京都文京区、代表取締役社長：谷口 恒、以下 ZMP）は、今年 6 月にリリースした自律走行、ITS

等の研究開発用カーロボティクス・プラットフォーム「RoboCarTM」の開発環境をさらに充実させ、本日より販売を開始いたしま

す。 

新たに提供を開始するのは、画像認識アプリケーション開発環境「RoboVision SDK 2010」。本SDKにより、新たに画像認識

モジュールのアルゴリズムをユーザが独自に開発することが可能となります。これにより、用途に即した画像認識処理を

RoboCarに搭載したり、認識技術そのものの研究等にも活用が可能となりました。 

RoboCar本体及びその開発環境(RoboCar SDK 2010)と合わせて「RoboCar & RoboCar SDK 2010 Professional Package」とし

て本日リリースいたします。価格は699,000円(税込)。また、「RoboVision SDK 2010」単体では80,000円(税込)でホームページ、

E-mail、または電話・ファックスにて本日より販売を開始いたします。 

※製品ウェブサイト http://www.zmp.co.jp/e-nuvo/jp/robocar.html 

  

【特徴】 

1. ソフトウェア（C言語）による開発環境 

 ・高速並列処理をC言語で開発可能 

画像認識アルゴリズム検証のオールインワン環境です。NEC エレクトロニクス社製高速並列処理プロセッサ IMAPCAR を

搭載。128コアの並列処理のためのコーディングを、C言語とほぼ同様の高級言語で記述可能です。 

・リアルタイム画像処理へ 

手持ちの画像処理アルゴリズムを組み込みシステムでのリアルタイム処理に応用可能。FPGA やアセンブラを用いずに、

使い慣れたC言語により並列処理プログラミングが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

    NECエレクトロニクス社製高速並列画像処理チップ IMAPCARⓇ搭載 

      リアルタイム画像認識・自律走行車/自律移動ロボット 

  ソフトウエア開発環境（SDK）販売開始 




